
解答：
1．非機能性膵神経内分泌腫瘍（pNET）
2．‌�転移性多血性膵腫瘍，膵内副脾，
serous cystic neoplasm（SCN）など

解説：
胆石症経過観察中に偶発的に発見された，若年

の膵腫瘍である．
超音波検査で低エコーとして指摘され，造影

CT にて膵尾部に 1.2×1.4cm 大の，早期相で辺縁
が染まり後期相で全体が淡く染まる腫瘍を認め
た．腹部 MRI では T1WI で低信号，T2WI で膵実
質と同等の信号を呈する，充実性の腫瘍として認
められた．PET-CT では膵尾部に focal な SUV-
max：4.05 → 5.17（早期像→後期像）の集積亢進を
認めたが，リンパ節あるいは肝に転移を疑う所見
を認めなかった．

以上より pNET を含む膵腫瘍の疑いで外科的
切除を施行した．切除標本の病理所見は，tail of 
pancreas tumor，neuroendocrine tumor，ly0，
v0，ne0，int，INFα，pPCM（＋），pDPM（－），
16.2×20.6mm，nodular type，NET G1（WHO），
pT2N0M0，stage IIA（AJCC/UICC）であった

（Figure 3，4）．
わが国において pNET は人口 10 万人あたり

2.23 人と推定され，平均年齢は 57.6 歳で 60 歳代
にピークがある1）．pNET のうち 47.7% は非機能性
であり，非機能性 pNET のうち 46.1% が悪性で
あったと報告されている2）．また非機能性 pNET
は，約 70% が 2cm 以上で発見されることが多い．
画像診断では CT にて造影早期における強い造影
効果が特徴であるが，本症例は内部の造影効果が
やや乏しい印象があった．既報によると造影効果
の乏しい症例も報告され，頻度的には低分化腫瘍
の可能性が高く3），さらに WHO 分類の NET G1
に比して NET G2 あるいは NET G3（NEC）で

は，造影効果が減弱する症例の頻度が増えること
も報告されているが，本症例は NET G1 であり非
典型症例と考えられる．MRI は典型例では，膵癌
と同様に T1WI で低信号，T2WI で高信号を示す．
本症例は T2WI において実質と等信号であるが，
NET G2 や NEC ではこのようなパターンを呈す
ることがあるといわれている．また，一部の症例
では囊胞変性や石灰化をともなうことがあり多彩
な画像所見を呈することがあるため，診断には慎
重を要する．多血性充実性腫瘍であるため上記に
あげた疾患が鑑別にあがるが，生検ではクロモグ
ラニン A やシナプトフィジンの免疫染色が有用
である．
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Figure　3.　黄色矢印：主膵管，赤色矢頭：splenic 
artery．腫瘍は 16.2×20.6mm 大の，境界明瞭な白色
調結節型病変として認められる．

Figure　4.　HE 染色 ×10．腫瘍は被膜を認め，好酸
性胞体を有する細胞が索状構造を呈しており，間質
をともない増殖する像を認める．強拡大において核
分裂像は乏しかった（1/20HPF）．なお特殊免疫染色
でガストリン（－），insulin（－），somatostatin（－），
シナプトフィジン（＋），クロモグラニン A（＋）で
あった．
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